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　　　　　三．要旨
石動山附近に良質の亜炭（距歴青炭）渾出ることは，古

くから知られていて，往時これを採掘したこともあつF

　　　　　　　　　　　　ゆ禿。今回能登綜合開発委員会の依頼により・亜炭の実態

を掴むたあに石動山附近の地表地質調査を行つた。

調査地域は龍登孚島の基部に当り標高565『mの石動

山を中心とした面積約60km2の区域であるoこ4に発

蓬する第三系1漸講1唖酷の笹P部からなり・地質

時代は上部中新世（F3－G）に属するものであるd炭層は　、

との中の極く基底に近い処に來在し，現在稼行している

八代炭磯（富山縣氷見郡八代村磯辺）の炭暦を除いては・

規模が小さい・、思警蕨定雌鰯境魅と姓成さ
れた炭暦であつて処々に露頭は発見されるが・大規模な

もあはみあたらな㌧・o然しながら地質條件から推察して

調査地域の西方の懸札砂岩及び新宮砂岩の分布区域にば

稼行可能な炭暦り賦存が予想される。’．

　　　　2．調査の精度その他

調査員地質調査久保恭輔，鈴木泰輔－

　　　地形測量　川野辰男
調査期間・昭和盟年且月1日ん27日

調査面積　概査　約60km2

　　　準精査、　4km2
使用せる地形図　実測1万分之1地形図，地理調査所

　　　　　発行5万分之1地形図，邑知潟。同

　　　　　所発行20万分之1地形図，七尾。

　　　　3．位置及び交通
調査地は石川，富山の両縣にまたがりジ宝達山脈の牝

端に位ずる石動山はその中心をなし，東に富山湾をひか

え，南は富山季野をのぞみ，西に邑知低地帯があつて，

山脈と並走する。

現地に達するには土つり主票経路がある。その一つは，

七尾線（金灘一七尾間）の良川駅から石川縣鹿島郡越路町
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　　二宮を経て石動山に至る道路で，石動山の手前3蓑mの

　　聞は馬車の塞車が辛ろうじて昇り得る急坂である。他の

　　一つは北陸本線高岡駅で氷見線（高岡一氷見間）に乗り換

　　え，氷見駅で下車しバスを利用して終点富山縣氷見郡八

・　代厨磯辺に到着する。ここから山道を徒歩で約1時間牟

　　費して石動山に達する。なお七尾ア金沢聞には鉄道に並

　　　　　　　　　　　　　　　　●　　行する省営バスの便がある0

　　　　　　　　　4．地形
　　飛騨山脈から派成する宝達山脈が石川・富山の縣境を

　形成しつつ北々東方に走り，能登牛島の基部を斜めに載』

　　つて崎山孚島に蓬する。この問に宝達山（637m），碁石

　　ケ峯（461m），荒山峠（395m），石動山～565m），桝形

　峠（345m）等の山々が南より北へ連続するo　．

　　地形は急峻で幼年末期の地貌を呈し，特に石動山南麓

　『の片廓岩及び安山岩区域では谷が深く狭く到る処に漫布

　が懸り，時には谷の両側が450域上¢）急斜面を形成して

　いる。宝蓬山脈の西側斜面は東側より急であるために，

　西側の低地帯は從来邑知地溝として解釈＆れていたが，

　　これは削剥の差異に依るもめと考えたいo．

　　　　　　　　　5．層序
当地域の暦序は次の如し。

二宮扇状堆積物

針木段丘砂礫暦

ロー』漿雛／一

輝石安山岩及び火山弊屑岩（熊淵火山砕屑岩層）

　　片麻岩，石次岩及び花嵩岩

＼

＼古生界と考えられぞ角閃石一黒雲母片麻岩と結晶質石

、友岩が宝蓮山脈の脊梁に滑つて点々と露出するほ加こ

μよりは新しいと思われる黒雲母花醐岩があつて，これ

らが当・地方の第三系の基盤をなしているQ

　中部中新世（F2）の時期に能登孚島全体仁及んだ火山活

動が当地域の北東部から崎山牛島にかけても見られ，そ

の火山活動の産物である両輝石安山岩と火山碑屑岩が片

麻岩類を不整含に蔽つてヤる。余川亜層群はその安山岩

類と片麻岩類とを不整合に蔽つて広く発達・している。余

川亜層群は富山季野かう能登孚島にかけての裏日本に発・

達する第三系の主体をなずもので，下位より上位へ八代

累暦，吉滝累暦，阿尾累層の三つに分げられる。八代累

暦は海浸初期の堆積物で北は崎山孚島の百海互暦（Domi

alternation），南は宝達山麓の沢川互暦（Sogo　altem翫一

　　　　　　　　　継
tion）と化し外邑知隊地帯以北では滝礫岩，P赤浦砂岩，

和倉泥岩等に対比される。本累暦の砂相部にはP66拓，

痂紹の或種が，泥相部には趣んrδσα～幅θ8印，ヱ）翻α伽窺

曝ジσα剛脚sp・、等の介化石が含まれる。吉滝累層は主

として泥岩からなり上位め阿尾累層と共に八代累暦の上

に海浸覆蔽（trallsgressivσoverlap）しているo本累層は

調査地域内では邑知低地帯側にはみられないが，富山縣，．

側の丘陵地帯に発蓮し，崎山宇島東務1の虫崎泥岩へ，更

に北西の和倉泥岩及び笠師保泥岩の頂部に続く。本累暦

からは8αgα而6θ86ん富αη商やヱ漉πo∫sおsp．等が産出し　’

なお昭og搬8紘やOp粥脇παの類が発見されているげ

阿尾累暦は本調査地域内には分布しない。

　邑知低地幣以北の七尾層群は本暦群の続きであるが，

從来の両者の対比を一部修正して余川亜層群の地質時代

を相対的に若干上にあげることとした。

　A）片織岩類
　これには襯して東西方向の片理を有する優黒色のもの

と，有色鉱物と無色鉱物とが互に重つて縞状構造をなし

ているものとがある。レソズ状の結晶質石次岩が片麻岩

の片理に滑つて爽在することもある。石友岩ぽ純白乃至．

淡茨色を呈し，緻密で黒錯の細片を含んで齢り，その大

きさは大小種々である汎　厚い処では約飾Omに達し

現に一部では石友の原料としで採掘している処もある。

なお片麻岩中には亘晶花嵩岩の細脈が片理を裁つて不規．
　　　　　ゆ
則に発達している。越路町二宮から武部にかけて粗晶質門

で肉紅色の優つた黒雲母花崩岩が露出しており，片麻岩

を貫いているよ5である◎片麻岩の地質時代については

未だ確実な資料を得ゼいないが，その岩質が飛騨片麻岩

に酷似しているので一懸古生代と考えておく。　　・　。

　B）熊淵火山確層岩層

　本岩暦の模式地は鹿島郡南大呑村熊淵附近である。
　ヒ　ロ
　能登孚島の火山岩はその生威時期により二つにわける

ことが出来るo自口ち両輝石安山炭及び輝石一角閃石安山

岩と，’これに引き続き噴出した石英安山岩≧で夫々能登』

統の穴水階及び皆月階に属する。当地域の火山岩類は穴．

水階に相当するもので，両輝石安山岩とそれに俘う凝灰

角礫岩、tu登breccia）や凝友岩等の火山孫屑岩からなる。、

輝石安山岩ほ新鮮な時は覇黒色乃至家青色を呈し緻密

な潜晶質石基と輝石，長石の斑晶からなる。

　安山岩体（熔岩）は大部分火山陣屑岩に蔽われており，

南大呑村熊淵附近から北大呑村に亘つて最も広く発達し

ているが，調査地域内では北東部に分布し，崎山孚島で・、

は東縁に滑つて北々東方向に点々と露出している。

　C）余川亜麿群（Y・k餌aSub－G・up）

　（め八代累暦』．

角礫岩・礫岩・砂岩及び砂岩・礫岩互暦と泥岩等が互1．
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来驚ものではなく，その量的組成は堆積の場所の・

基盤岩の種類や状態に左右されているo　
，

　本暦から殆んど介化石は出ないが，、炭暦の上盤テ

には保存の悪い植物化石が含まれでいる。，

　　　　　　　　　　　　　●　イ，〔石動山基底礫岩〕

　石動山南麓に分布するものをタイプとする6礫・

岩は主とし七片廓岩，安山岩の円礫乃至車角礫か

らなり，礫の直径はまOcm位のものが最も多い

が，1mを越えるものもあり，蔀分作用は不完全

である5　　　，　仰

藍熊淵火山葬屑岩中の火山礫岩Volcan享c　Con－

glomerateの上に，直接この礫岩が来ている場合

裟禰，1ボ．、剃，

B『
5
0

0麻

o　’

髄

C
50㎝

o

、，D1

，．．壽 ：榊翌翁醐型繍ド’禰
0　　500　　1000 200D蹴

　　　　　　　　　　　塾
　　　　　　　　　　　　　　第13　圃

いに横に移り変る地暦であるが，主要岩相は礫岩及び砂・

岩である。これらは古地理的な堆積環境から大きく三つ

の堰積相にわけることが出来るq

　印ち①海浸の初めには片麻岩・安山岩等が海面上に

処々に突き出ていたが，その周縁を礫岩が埋めている。

特に基盤が崖のような急斜面で海に臨んでいた．と思われ

る処で堆積した地層1亀樫く水磨作用を受けていない角

礫岩からなつている。

　②①の駄態にある基盤岩から梢々離れた地点には不

安定な堆積條件りもとに沈積じた円磨分級度の低い不規

・則な砂岩・礫岩互層や水lF洗い流された目の荒い砂岩等

の所謂瀕海の堆積物がある。．　　L　　　　／

　③・島礁で囲まれて外海脅ら遮断された処亭或は叉入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ江めような波の影響の少い処等に主として泥岩と細粒砂

岩を俘うシルト岩が生じた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　こQ三つの堆積相の聞には当然①．から嘩へ1②から③

へ，そして③浄ら①へと互いに他の相へ移り変る中間

の段階があるわけであるが，それらは堆積の大掴みと古　1

地理的條件から到断して最も愛当と思われる部類べ入れ

た・そしてこれらは勿論同時異相の堆積物と考えられ・

その聞には理論的に下位から①，②，③の大まかな新旧

　　　　　　順序があるわけである。然し③に属する或ものは6）の

更に下の膚準をも含んでいる。

　これら水成岩の構成物質は主として片麻岩と安山岩の』

砕屑物であつて，これらの材料はさ狸遠方から蓮ばれて　’

断 面 圖

には，両者の境界が明瞭でないが，後者は安山岩以外の

礫を多少含んでいること，嵐化に対する抵抗度が弱いこ

と（V616鋤ic　conglomerate　lま礫と充填物との硬さの差・

がなく風化に対する抵抗度が強い），礫の充填物に火山、

質物が少いこと等から両者を識別することが不可能では．

ない。

　角礫岩は片麻岩や石友岩の直径5～10cmの角礫から・

なり，充墳物も花崩岩質で安山岩の礫は含まれないの』’

で，片麻岩が風化すると角礫岩との識別が仲々困難にな

るσ角礫岩似石動山の東方と越路町芹川附近によぐ発達、

しているが，それ場外には局部的に分布し礫岩に移り変．

る0

　1本岩暦の厚さは非常に変化に富むが，最も厚い所では、

即叫こ達ずると思われる5本層琳　台んど厨面潔め
ることカ§出来ないo

　ロ，〔多根互層〕

　本層建礫岩・砂岩及び泥璽砂岩等の不規則な互層より’

なり・その模式地は石川縣七尾市多根附近である。

　斉岩の厚さは通常1m以下で極めて節分けが惑く・　　／

1レソズ昧をなして互に横に移り変つている。模式地附近∫

では下位の火山陣屑岩が広く発蓬していて，本厨がそれ

ゑ不整含に蔽つているので・本暦は殆んど安山岩質物か

ら構成され一般口淡友色や淡友青色の明るい色を呈して

　　　　　　　　　　　　　　　　　き戦るが酉方に行くに從つてこれらの構成物は漸次詑融

岩物翼酔よつて置き’換えられてい1るQ　　，
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　　　　礫岩は主として直径佃c血域下の礫からな窮膠結

　　1度が低ぐ，砂岩は種々の粒度のものが不規則に混合して

　　　ーいる。砂岩中に爽在する泥質部は砂粒を含み・分級度の

　　　低い砂質泥岩と称すべきものである。

　　　　基底に近い砂岩のヰには厚さ⑳cm内外のレンズ歌め

　　亜麦乃至石炭や炭質泥岩力映在するが，多くの場合その
　　　．上下盤に拍質岩を俘つている。・

　　　　本暦は一定の走向傾斜をもたないが，その厚さは最大F

　　　20）m内外である。

　　　　ム，〔懸札砂岩〕』　　野

　　　　本暦の模式地は富山縣氷見郡碁石村懸礼附近である。

－　　從来八代砂岩と称せられていたものである。’

　　　　本履は主として粗粒の花崩質砂岩よりなるが，八代村

唯’　附近では下部に含礫粗粒砂岩を俘い，最下部厚さ．50皿

　　　の間に炭丈1・00川1・80mの石炭を爽有するb《畿村磯

　　　．辺附近では本岩の厚さは大体20～60皿で，基盤の凹処

　　　・に厚く凸処障薄く堆積しているが，．懸札附近では更に厚

　　　いもののようであるσ懸礼の西方地域に発達する新宮砂

　　　岩は，本暦に対比すべきもめであろう。

　　　　二，〔芹川砂岩〕

　　　　本暦の模式地は越路町芹川附近である。本層は中粒乃

　　　至粗粒の特に石英粒の多い砂岩よりなり，その膠結度ぱ

　　　低い。片麻岩或いぱ基底角礫岩’に近接した砂岩中には直

　　　経5パ⑳cmの片麻岩の角礫が多数含まれており，その

　　　含角礫砂岩は厚さ10c皿内外の含炭質物泥岩乃至細粒

　　　、砂岩叉は劣質炭を爽有する。・

　　　　含角礫砂岩中には保存の悪い一P昭翻dα8（侃♂α駝那？）

　　　1が発見された。　　　　　　　　　　　、

　　　　邑知低地帯西側山地の赤浦砂岩は本暦に対比すべきも

　　　のと考える。

　　　　本岩は調査地域内では南西端芹川附近にその分布が限

　　　・られ宅いるので，厚さや隣接地域の地暦との対比に不明

　　　、な点が多いQ

　　　　ホ，’〔國見泥岩〕

　　　　本展の模式地は八代村國見限近であるQ本層は暗灰色

　　　『叉は次青色を呈し，主として塊状のシルト岩よりなるが，

　　　風化すれぼ友色乃至淡茨褐色となり玉葱状構造（qnion・

　　　磁UG加re）を示すことがあるα局部的に黒雲母が密集し

　　　て優黒色になつたり，又基底に近い処では多数の黄鉄鉱

　　　を混じえた直径1《・3・mの泥球を含む事がある。

　　　　ここに山括された國見泥岩は嚴密に言えば，細粒砂岩

　　　と泥岩の互層をも含んでいる。師ち八代村村木附近や女、

　　　良村長城附近では泥岩中に厚さ10cm内外の細粒診岩『

　　　が糊伏に來在したり，地暦全体の粒度が荒ぐなつたり，

　　　叉板状の細粒砂岩とシルト岩との細かい互暦になつたり

　　　する。八代村磯辺，角間附近では本泥岩g下位に懸札砂・

岩があるが，直接片聯岩が来ることもある。

　本暦中にばあまり化石は出ないが，女良村長坂の北方。

にヨPんro6α醐88sp．が多産し，ぞの他1）87翻～1吻sp・’

σαπ君協嘔sp．等が蓬…出するo

　本暦の厚さは最も厚い処では250胆内外に達するよ

うである。

　へ，〔小滝凝次岩〕’

　國見泥岩中に厚さ8715mの凝友岩参爽在し有効

な示準層となるので，これを小滝凝次岩と命名する。　　一

　本暦は大部分淡緑色乃至淡青色を呈し緻密で硬いが，

最下部の厚さ2皿の間は処により汚い友色を呈し浮石

質で・稚々脆弱であるo　　　　　、　　　　　　・　　、・

　本層は八代村小滝の北方では明かに國見泥岩より多根

互暦の中に入り込み，更に八代村磯辺附近では國見泥岩

よぢ懸札砂岩中に延展する。本層が懸札砂岩中に入ると

やがて追跡出来なくなる力三，これは恐らく基盤に近くな1

つて元来堆積しなかつたものと思われるα

　凝友岩の直下に厚さ約3mの硬い中粒花崩質砂岩が

’あつてこれも叉凝友岩と共に良い鍵暦である。、

　石動山南西及び八代村磯辺の炭暦は共に小璋凝友岩の

下位20m内外の暦準に賦存する。

　（ii）吉瀧累層

　吉滝累層及び阿尾累層の模式地は》八伐累暦中の國見

泥岩の模式地と同じ場所で，氷見郡阿尾村の阿尾川に沿

う断面である。これらは主として泥岩からなつている一

連の地暦であるが，調査地域内に獄吉滝累暦の上部以上

の地風紛布していない◎　轡‘

　イ，〔姿泥岩〕

　吉滝累層は姿泥岩よりなり略々その中部に数枚の砂岩

を挾んでいる。姿泥岩の模式地は女良村姿附近である。

　i姿泥岩と八代累暦との関係は阿尾川の断面では入代累

暦中の國見泥岩の上に姿泥岩が略々整合に重つている

’が，調査地域の北東部さは海浸が進むにつれ七姿泥岩が

東から西に深く侵入し，八代累層を不整合に蔽い，その

基底に厚さ1～2mめ海緑石砂岩乃至泥岩がある。蔀ち

’吉滝累暦は八代累暦堆積後，相対的に海面が上昇した時

の堆積物である。姿泥岩は主として暗友色の塊状の泥岩

で風化すると黄白色乃至友黄色を呈し脆弱となる。新鮮

な時は國見泥岩と岩相が酷似しているが，風化する≧色

1及び物理的性質の差異が認められる。

　吉滝累暦からは融9副齢肋乞拶α煽，五伽OP脇sp．及び

海綿の骨針（Sponge　spi・ule）が出る。特に磁gα廟θδは

本累暦の下部にある小川暦友岩の下位に多く出るo

　本累層の厚さは調査地域内の最も厚い処で200．m位
である。

　　・，〔小川暦次岩〕
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’　姿泥岩の基底に近く（國見泥岩め直上から40m迄の・

聞）純白色で緻密な小瑚暦友岩があつて，その厚さは膨
　　　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　ノ
縮があるが大体20m内外である。阿尾川塊東八代村中

田浦附近迄の間では，小川暦友岩は凝友岩と泥岩との細

かい互厨となり，上下位の泥岩に移化するため不明瞭と

なる。この移化する部分は他の部分の泥岩より硬く，僅

：かに層理を有し貝殻駅の断口を示すo

　小川暦友岩と更に下位の小滝凝友岩（國見泥岩中）との

暦聞間隔は，20mから50mと推i定されるo

　調査地域の北東の姿泥岩（虫崎泥岩）の下底に分布する

・海緑石岩と小川擬英岩とは天体同じ暦準に位するので，

この両者の間には海緑石の成因上に何等かの関係がある

かも鄭れな㌧～。

　海緑石は主として直径1mm内外であるカ§，　時には

㌔直径5mmに達するものもあり，陵角のある不規則な

形状を示し，南大呑村小川内・七尾市多根・北大呑村附

・近に多量に存在する。含海緑石岩は普通厚さ1m丙外

の海緑石砂岩とその上位に来るやはり1m内外の海緑

石泥岩とよりなるが，海緑石はこの砂岩の中にのみ存在

』する場合と，砂岩がなぐて海緑石泥岩が直接多根互暦・

〈一部基盤岩）の上に来る場合とがある。叉時には粗粒砂

・岩の中にCl町g我11式に海緑石泥岩が入り込んでいる場

・合もある。

　　　　　　　　　　　　弊
　　D）針木段丘堆積物

　八代村針木には國見泥岩の上に古期段丘堆積物が見ら

1れるo全体の厚さは約7nユであつてその下部の2mの

澗は片麻岩の礫の多い礫暦で．その他は安山岩及び片麻

・岩の小礫をもつだ砂・泥・礫の互層よりなる。針木段丘

一面は現在の河面よ．り約25m，海抜82血の高所にある。’

　　E）二宮扇歌堆積物

　越路町二宮・武部ρ芹川附近邸ち邑知低地帯の東縁に

は宝達山脈の西側奮面から風化した片麻岩や花崩岩の砕・

．屑物が河川によつて多量：に蓮搬され，砂及び礫からなる

扇状堆積物がかなり広く厚く堆積している。．

6．地質構造

　石動山脊斜が宝達山脈の略々頂線に滑つて碁石ケ峯か

ら荒山峠を経て石動山に至り，∫更に東北方に延びている

々從乗考えられていたカ㍉荒山峠から北宅ほこれを認め

ることが出来ない。芹川一荒山峠一阿尾川の断面では荒

出峠を頂点として地層は夫々北及び南に100内外の傾斜

を示しているが，これには或程度の初生傾斜（Primary［

dip）力二1加わつているので，こ一の脊斜構造についてはなお1

橡討Q余地参あると思われる。／

吉滝累暦場上の地暦は宝達山脈の東側，印ち富山湾側

にのみ分布していて略々北東の走向で南に緩く傾斜して

いおが，八代累暦は殆んど一定の走向傾斜を有せず，塞

盤岩の形状に隻配されて、｛て不揚則な波状構造をなして

いるo，

　邑知低地幣は從来地溝として解釈されていたが，その

一因とし∫地形の特異性をあげることが出来るo然し低1

地帯の南北両側地域の層序並びにその対比が明かとなつ

て来ると共に1この考えは否定されるようになつた。特

に・低地響北縁の地形が断暦崖で拳養と考えられていた

が，これも南と北とめ地暦の聞に大きな喰い違いが認め

られない。

　　　　　　　7．麦層
・石動山南西及び八代村磯辺の亜炭は地質調査所化学課

で工業分析を行つた結果，亜歴青炭・弱粘結（D2）（地質

調査駈及びC．：E．A．C．の石炭分類規格による）の部に属

することが到つた。

　石炭は八代累暦下部の砂岩叉は抄岩・礫岩互層の中に

レンズ1伏に挨まれているげ八代累層が極めて変化の多い

不安定な堆積相を示しているように，石炭も膨縮が甚し

く規模の小さいものである。石炭の露頭は処々にあつて

これらは略々同じ層準を示してはいるが，一連のもので

はなぐ小さなポケットの一部で特に多根互層の中のもの

は炭質が悪く期待出来ない。往時七尾市の住人某が採掘

したと言う石動山南西2kmの石炭も，・同様に貧弱で稼
行贋値はない。現在唯一の稼行鑛山である氷見郡八代村9

の八代炭鑛の石炭も全く同じ性質のものであるが，炭丈、

が50cn1～2m，平均1・3卑あり挾みは5Cln内外のむ

のが2～3枚あるのみで炭質も良好，稼行区域の確定炭

量は約20万むあるO

　この石炭ば懸札砂岩の中に來在する。坑内の観察では

下盤嫡片麻岩の角礫を持？た粗粒の花歯質砂岩であつ

て・その厚さは概して菊《・20nfであるo坑内では上，，

下盤共に粗粒乃至中粒の花嵩質砂岩で，その厚さは平均

20p・であるが，この中には薄い青色の粘土岩を挾んでF

いる。炭層の直上には厚さ10cm位の炭質泥岩と更に

’その上に厚さ10cm内外の青友色の粕壬岩とが昂るこ

とノもあるo　　　　　　　　　　．　　　尊

　懸札砂岩の厚さは基盤の形1伏に支酎され凸部に薄く凹・
　　イ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　

部に厚く塩積しているが，・石炭についてもこの傾向が見

られる。

　因みに八代炭鑛は月1，000tの出炭をなし，長さ250皿

の斜坑と延ベエ，000mの水平坑道とを有す。

　　　　　　　8．麦質
　八代炭鑛の炭質について述べると，ここの石羨は割合

に輝炭部が多く炭質は良い。輝炭には光沢のある漆黒色
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鋤打，登羽炭鑛坑内

銚打西岸炭鑛坑内．

各李均試料

のものと，・これよりは光沢の少い黒色炭とがある。両

者共に塊状で貝殻状断口を示すが概して縦方向の炭目

（Cle抗t）が発達しているo輝炭の厚さは13～10cm、で1灰分

少く2～10％である。縞状炭及び暗炭と輝炭との厚さの

比は大体3対1である。縞炭は微光沢を有し，暗黒色乃

至帯褐黒色を呈し，緻密で硬く貝殻状断口を示すと共に

暦面に平行に板状に割れるる

　輝炭はアルカリ液で僅かにフミソ酸の存在を槍し得る

がピッチを多量に含み，弱粘結性（コー〃スボタンが錯

筆塗）芯で刺さる程度）を有するヒが，友分が20％を越える

と殆んど凝結しないo

　今回の調査で能登孚島の主要亜炭田である羽咋郡熊野

村三明，鈷打村附近の亜炭と当地域の石炭とは略々同じ

時代に生成されたものであることが到つたが，両者の炭

質を比較すると前者は後者よりか欺り炭化度が低く発熱

’量（無永，無鉱物基）は約1200Ca1．の差がある。燃料比は

両者聞に大差ないが，水分は三明，鍵打地区の亜炭に多

い。轍黄は瑚地区が殆んど・以下黍あるの販し

て，、石動山地区は3内外の値を示していて，この差は両

者の堆積環境の相異にもとブくものであろう。

　この炭化度の相異を如何に解釈するかは難い澗題嬉

あるが，両地域の地質から鋼断してこれを從来の熱的動1

力的変成作用にのみ帰せしむることは出来ないと考え

る。自Pち両地域の堆i積環境に相違が認められ，この鍛境

の相違，言い換えれば石炭の根源植物が倒壊して堆積盆

地に沈積し，一連の永成岩層の一軍暦を形威するに至る

までの剤期g堆積過程に於ける地質学的蓮動の相準が，

石炭化作用の進展に大きく影響レているのではないかど

。思われる。

　この問題に関しては今後石炭地質学の立場から究明ざ

れねばならない。

　両地域の工業分析結果は上表の如し。1

註

新宮砂岩は懸札砂岩に対比されるもので，

体同一條件の堆積環境のもとで出来たものと思われる。

補正純炭発熱量は無水，無鉱物として計算したも

ので，友分補正率0・1をとつた。

分析は総べて当所化学課で行われた。

　　　　　9・結　　』語

　　　　　　　　　　　　　　　　こオ1レらは大
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帥ち起伏の多かつた基盤岩を不整含に覆つて堆積してい

るもので，炭暦は基盤の凹処にポケット1伏に賦存してい

，る。これらのポヶット1状炭のあるものはその炭量20・万t

．に樹るもの鯵つてジこの程度の繊の石炭乃至亜炭

のポケットが他処にも伏在する可能陸がある。特に調査隔

・
，

地域の西方の懸札砂岩・新宮砂岩の分布区域㌍は完分期

待がもてる。これら爾炭厨を探るためには，先ず基盤岩

の賦存駄態を掴む必要がある。それには当・地域では地表

から基盤岩迄の深度が深い処でも櫛ね100m内外であ

ると推定されるので，比抵抗法による電気探査が充分有

効であると思う。　　、　（昭和24年11月調査）　．’
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